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Arrested charnocki tes occur  in South India and Sri  Lanka.  This study clar i fied  the react ions to  
produce or thopyroxene  in the arrested charnocki te s from cent ral  Sr i  Lanka based on composit ional  
di fference  of hornblende and bio ti te  in be tween charnockites and surrounding gneisses .  
Bioti te  in charnockite s is  enr iched in Fe+Mg and dep leted in Ti  as compared wi th that  in the 
host  gneisses.  This  co mposi t ional  di fference  i s  expressed as the fo l lowing  substi tut ion wi th a  s i te   
vacancy,  □ ,  
□ Ti = (Fe+Mg) 2 .  
The charnocki tes contain hornb lende tha t  i s  r ich in K,  (Fe+Mg) and Si ,  and poor  in Na,  T i  and  
Al rela t ive to  hornblende in the surrounding gneisses,  which i s  descr ibed by the subst i tut ion,  
□ 0 . 5Na
M 4
Ti
M 1 - 3
Al0 . 5  = K 0 . 5(Fe+Mg)
M 4
(Fe+Mg)
M 1 - 3
Si0 . 5 ,  
Using these subst i tut ion s,  the reac tions responsib le for  the fo rmation of  or thopyroxene can be  
es t imated  as,  
T i-r ich Bt + Qtz = Ti -poor  Bt + Opx +  I lm + Kfs  + W and  
Ti-r ich Hbl +  Qtz =  Ti -poor  Hbl + Opx +  I lm +  An + Ab + Kfs + W .  
 
【はじめに】  
南インドやスリランカに産する片麻岩は局所的にチャーノッカイト化されており、それら
は“ arrested”チャーノッカイトと呼ばれている。“ arres ted”チャーノッカイトの成因は周囲
の岩石との温度圧力条件の違いでは説明できず、多くの研究者は CO 2 に富んだ流体が不均一
に浸透し、局所的に斜方輝石が生成したと考えている (例えば Newton e t  a l . ,  1980; Hiroi  e t  a l . ,  
1990)。 実 際 に チャ ーノ ッ カ イ ト 中の 流 体包 有 物 が CO 2 に 富 む こ と も 示 さ れて い る (Jackson,  
1988)。 CO 2 の流入によって促進される具体的な変成反応はいくつかの方法で推定されている。
例えば、周囲の片麻岩とチャーノッカイト両方の鉱物組成を平均し、斜方輝石を生成する質量
バランス式が提案されている (Hansen e t  al . ,  1987 )。また片麻岩とチャーノッカイトの全岩の希
土類元素の比較から、斜方輝石の生成に普通角閃石の分解が関与していると指摘したものもあ
る (Kumar,  2004)。更に単純なモデル系における黒雲母と普通角閃石の分解による斜方輝石の
生成反応を考察し、そのうち普通角閃石がチャーノッカイトで減少していることから、斜方輝
石の生成には普通角閃石の分解が大きく寄与していると指摘したものもある (Hokada,  2005)。  
本研究ではスリランカ中央部クルネーガラ近くに産する“ arres ted”チャーノッカイトと周
囲の普通角閃石 -黒雲母片麻岩の構成鉱物の化学組成を比較し、斜方輝石生成反応を推定した。  
 
【産状】  
露頭では、普通角閃石 -黒雲母片麻岩中に多数のパッチとして、チャーノッカイトが産して
いる。パッチの大きさは約数十 cm で、形状は多様である。パッチの長軸の方向はランダムで、
周囲の片麻岩の片麻状構造と斜交する。両者の違いは主に肉眼での色の違いで見分けることが
できる。その境界は不明瞭で、チャーノッカイトは、周囲の片麻岩に漸移している。  
片麻岩とチャーノッカイトの境界を含んだ連続的な薄片を作成した。片麻岩とチャーノッ
カイトには優黒質部と優白質部が存在する。片麻岩の優黒質部には主に普通角閃石、黒雲母、
マグネタイト、イルメナイトが産し、優白質部には主に石英、カリ長石、斜長石が存在してい
る。チャーノッカイトの優黒質部と優白質部の主な構成鉱物は、斜方輝石とカミングトン閃石
  
の有無を除くと片麻岩のそれとほぼ同様である。斜方輝石は片麻岩の優黒質部の延長線上に多
く分布し、出現し始める場所を境にその存在量が急激に増加する。その部分では普通角閃石や
黒雲母が顕著に減少している。このことは普通角閃石や黒雲母の分解によって、斜方輝石が生
成したことを示唆する。この斜方輝石が出現し始める場所は色が急変する場所よりもチャーノ
ッカイト側である。カミングトン閃石は斜方輝石の端やへき開を置換して産しているので、後
退変成作用の影響であると考え、斜方輝石生成反応には使用しなかった。  
黒雲母の化学組成は、チャーノッカイトの方が片麻岩より Ti に乏しく Fe+Mg に富む傾向が
見られた。空席を□で表すと、これは次の置換で表される。  
□ Ti = (Fe+Mg) 2  
普通角閃石の化学組成は、チャーノッカイトの方が Na、 Ti、 Al に乏しく、 K、 Fe+Me、 Si
に富む傾向が見られた。また、チャーノッカイトの普通角閃石は Total  cat ion 数が小さい。こ
れらの違いは次の置換で表される。  
□ 0 . 5Na
M 4
Ti
M 1 - 3
Al0 . 5  = K 0 . 5(Fe+Mg)
M 4
(Fe+Mg)
M 1 - 3
Si0 . 5 
 
【議論】  
上記の置換から求められる斜方輝石生成反応は、次のように書くことができる。  
Ti-r ich Bt + Qtz = Ti -poor  Bt + Opx +  I lm + Kfs  + W  
Ti-r ich Hbl +  Qtz =  Ti -poor  Hbl + Opx +  I lm +  An + Ab + Kfs + W  
以上より普通角閃石と黒雲母は、それぞれ石英との反応で斜方輝石を生成できることがわ
かった。これらは独立な２つの反応であるので、普通角閃石や黒雲母の一方を欠く片麻岩から
でも斜方輝石は生成し得ることがわかった。  
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